
ポイント
①パッケージ製品のため自社DC/クラウド両方にSoraを構築可能
クラウドの接続性やスケール性を活かし大規模配信（約1500同時接続）に利用

②End-to-EndのIPv6接続（NGN）で利用可能
NGNの帯域・安定性を活かし映像中継/防災/3Dに利用

③OBS WHIPとの互換性があり既存の配信端末を活用でき、視聴も端末・OS問わずブラウザで可能

Sora活用の取り組み
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社内での映像活用・地域の課題解決を促進するため、リアルタイム映像配信システムにSoraを活用しています。
クラスターリレー機能によるハイブリッドクラウド構成、新たなユースケース創出などに活用したいと考えています。
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ポイント②

WebRTC SFU Sora

WebRTC SFU Sora

ポイント①ポイント①

社内イベントでは
１０８０ｐ60FPSの映像を
1500人に安定配信

NGNの安定性を活かして
映像中継・防災・3Dに活用

その他回線

ポイント③
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